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Virtual Histology?，d. 組織ひずみ，e.二次元組織速度，f. 組織変形像
分（図中矢印）が破れると言われているが，超音波顕
微鏡画像では同部位の音速が低く，コラーゲンの質が
変化したためにこの部位の機械的特性が低下したこと
の証拠写真と考えている．さらに，最近では，細胞1個
のイメージングも可能になり，さらに超音波インピー
ダンス顕微鏡および三次元超音波顕微鏡の開発によ
り，組織を切らないでミクロレベルのイメージングを
実現し，高解像度超音波イメージングの領域はさらに
発展しつつある．
⑤ 新しい研究分野
現在，私は加齢医学研究所と青葉山の工学研究科電
気系の両方にラボを持っている．往復が大変でしょう
と言われることもあるが，非常に大きなメリットもあ
る．「虎穴に入らずんば虎子を得ず」とも「青葉山は宝
の山」とも言っているが，非常に多くの工学系の研究
者との共同研究が可能になり，大変幸福に感じている．
数多い中で一つだけこの場で紹介するのが，松浦祐司
教授との共同研究である光音響イメージングの開発で
ある．眼科領域や冠動脈内イメージングでは以前から
高周波数超音波がイメージング目的で用いられてきた
が，最近OCT（光干渉断層法）というテクノロジーに
より，さらに高解像度のイメージングが実現しつつあ
る．IVUSの解像度が50ミクロン程度に対してOCT
は解像度が5ミクロンであるので，その差は歴然であ
る．しかし，光は生体の深部まで到達できないので，冠
動脈の外膜までは観察できず，Vasa vasorumの観察
ができない．光音響イメージングは，ナノ秒パルスの
レーザーを組織に照射するときに発生する超音波を捉
えることで，理論的には IVUSの 2倍の解像度で
OCTの 2倍の深さの組織まで観察可能である．現在，
この研究は開始されたばかりであるが，すでにレー
ザーで発生した超音波を検出できるところまでは研究
が進んでおり，イメージングの直前まで研究が進捗し
ている．
また，大学の研究成果で社会貢献するという意味で
は，ポータブル超音波装置の開発とその健診への応用
なども自分にとっては新しい研究分野である．ごく最
近では，超音波装置を救急車に搭載し，モバイル環境
において，超音波動画像を救急病院に伝送する救急用
高度医療情報伝送システムの開発も開始し，大学・メー
カー・行政・現場のメンバーを集めた勉強会を開始し
たところである．
今後も医と工の連携を大切にし，さらにその研究成
果を研究レベルにとどめずに，常に臨床に還元するこ
とで，短いサイクルの中でも社会貢献できるように全
力を注ぐ所存である．
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図 6. 冠動脈の光学顕微鏡像（左）と超音波顕微鏡像（右）
